
　平成22年度総会･研究大会ならびにシンポジ
ウムが、5月30日(日)に、奈良市の春日大社感
謝・共生の館を会場に開催され、会員による研
究発表や上田正昭理事長の記念講演、シンポジ
ウムに多数の会員が参加した。
　総会では、上田正昭理事長(京都大学名誉教
授)、菅沼孝之副理事長・大会実行委員長(元奈
良女子大学教授)、岡本彰夫春日大社権宮司に
よる挨拶の後、林進副理事長(岐阜大学名誉教
授)を議長に選任、正会員総数319名中、委任状
を含む179名の出席者により、5項目からなる議
案を審議、全ての議案が承認された(次ページ
以降参照)。なお、理事の任期満了につき、現
理事全員の再任が承認されたほか、上田昌弘氏
(鎮守の森の会主宰)が新たに理事に選任された。
　また3月16日に開催された第26回理事会にお
いて資格を認定された3人の社叢インストラク
ターに上田理事長から認定証が、菅沼副理事長
から活動時に身につける名札とヘルメットが手
渡された。さらに、昨年度の社叢フォトコンテ
ストの優秀作品の表彰も行われた。
　総会に続いて行われた会員による研究発表で
は、薗田稔副理事長(宗教学から考える社叢研
究の意義)、竹井隆人氏(都心に鎮守の森をつく
る手法の提案）、岡野眞氏(一宮研究会の経過
報告および古代・出雲大社の立地場所)が研究
成果を発表した。
　午後からは、まず上田理事長が記念講演「平
城遷都と春日大社」で、続日本紀や万葉集など
の史料に即して、平城京と春日大社について語
った。続くシンポジウム「大和の歴史的風土を
かえりみる」では、まず菅沼副理事長が「都を
とりまく収奪された山々の嘆き」と題して基調
講演、続くパネルディスカッションでは、坂本

新太郎理事がコーディネーターをつとめ、パネ
リストとして梛野良明・国土交通省緑地環境室
長、宮前保子・㈱スペースビジョン研究所所長、
片岡智子・社叢学会理事、茂木栄・社叢学会理
事が、それぞれの立場から大和の歴史的風土と
はどういうものか、また、それを守るためにど
ういう施策がとられてきたのか、等について議
論した。なお、このシンポジウムの詳細は会誌
『社叢学研究』第9号に掲載する予定。
　これに先立つ29日(土)には見学会を開催。春
日大社の萬葉植物園、｢平安時代の正倉院」と
も称される春日大社宝物殿を見学した。さらに、
大阪市立大学で長年、春日大社のナギ林の研究
を続けている名波哲氏の説明を受けながら、天
然記念物であるナギ林を見学、その後、遷都
1300年を記念して大極殿が復元された平城宮祉
を訪れた。
　さらにこの日は一宮研究会も開催され、それ
ぞれの研究成果を発表した。
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2010年7月3日

平成22年度年次総会を春日大社で開催

　大和の歴史的風土について多面的に議論

ナギ林の見学、一宮研究会など、盛り沢山の内容で

萬葉植物園
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第26回 中部定例研究会 報告 2010年6月19日
（於：足助八幡宮）

足助八幡宮の社叢

話題提供　  安藤 芳行（足助八幡宮宮司）

ｺﾒﾝﾃｰﾀ     岡村  　穣  (社叢学会理事・名古屋市立大学教授）

　紅葉の季節には国道153号線の3時間の渋滞を我慢
しても辿り着けない観光地・足助町。前回の静岡の
反省もあり、朝早々に名古屋を出たものの、渋滞も
なく到着。駐車場で3時間待って、昼食に三州足助屋
敷の茶屋の蕎麦・鮎・五平餅セットを食べて、足助
八幡宮に向かった。
二つのサプライズ　南北朝時代に書かれた「足助八
幡宮縁起」によれば、天智天皇の時代に、三河国の
本宮山に猿形・鹿形・鬼形の3体が現れて、猿形は石
舟に乗って西へ飛んで猿投大明神に、鹿形はそこに
留まって砥鹿大菩薩となった。鬼形は足助に来て飯
盛山を造って住み着いたが、人々に恐れられたため
に人間に変身して、麓に下りて土地の娘と結婚して
白鳳3年(673)に亡くなった。その廟社が八幡宮に
なったとある。創建は九州の宇佐八幡宮(725)より古
く、飯盛山を背にしてないことから、飯盛山への信
仰が数度の移転を経て八幡信仰になった。
サプライズ1：会場へ入ったら、床の間に「鉄砲扇的
打図絵馬」(県指定文化財)の本物が置かれていた。
慶長17年(1612)に尾州稲留流の免許を得た岩神村の
沢田四郎右衛門が奉納したもので、鉄砲を描いた絵
馬は全国に三十三間堂(京都)と成田山(千葉)を含め
て3枚しかなく、東京オリンピックの射撃プログラム
の表紙やNHKの花火特集のオープニングに使われてお
り、間近に拝見する感動を参加者と分かち合った。
サプライズ2：宮司のはからいで御垣内に入れていた
だき、文正元年(1466)再建の正面の柱の間が三つあ
る三間社(さんげんしゃ)流造、檜皮葺の優美な御本
殿(国重文)を間近に見て、再び感動に浸った。拝殿
は名古屋の熱田神宮の別宮(八剣宮)の横の上知我麻
(ちがま)神社の社殿を譲り受けた。
　背後の森にはムササビが棲みついて、大木に穴を
あけて寝床にして、本殿の屋根裏にも入って、檜皮
をマット代わりにしている。文化財を守る事と木を

守ることの両立は難しく、雑木林にするか大木の森
にするか、鎮守の森の解釈も難しく、森の管理が悩
みの種である。
足助に足助さんはいない　昔から海と山を結ぶ塩の
道、善光寺街道(中馬街道・飯田街道)によって信州
への中継地として栄えた。平安時代末期に清和源氏
の末裔で尾張の豪族山田氏の山田重長が荘官として
赴任して足助氏を名乗った。7代足助重範は、元弘の
変(1331)で後醍醐天皇に味方して京都の笠置山にこ
もって敗れ、六条河原で斬首されたと『太平記』に
記されている。その後、熊野神社の宮司家であった
鈴木氏が支配することになり、足助に足助氏は居な
くなった。
　現在の町並みは1775年の大火の後にできた。足助
は歴史と自然が同じエリアにあることが特徴で、香
積寺・香嵐渓の紅葉で、昭和30年代から観光客が押
し寄せている。年間百万人の観光客の半分が11月下
旬に集中するので、通年で来てもらえるように、カ
タクリやテンナンショウなど草花の名所づくりや、
2011年1月には重要伝統的建造物群保存地区に指定さ
れることもあり、電線の地中化などのインフラ整備
にも力を入れている。　　　　　文責：岡村　穣
 

 

 

 

次回予告【第27回中部定例研究会】

◆日　　時：2010年7月31日（土）13：30～16：00
◆集合場所：氣多大社・社務所前（石川県羽咋市寺家町　Tel. 0767-22-0602）
◆テーマ   ：氣が集まる原生林「入らずの森」氣多大社の社叢について
◆話題提供：三井 秀夫 宮司 他（調整中）
◆ｺﾒﾝﾃｰﾀ　：未定

鱸　雅守（足助観光協会事務局長）
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琉球諸島の御嶽の分析視点　現在の日本の社叢林は
神社仏閣のまわりにあるいわば付属物のような存在
ではあるが、かつては聖域の中心が磐座や山、森で
あった。御嶽は琉球諸島各地で見られるようにこん
もりとした小さな杜で、『琉球国由来記』の記載に
始まり、御嶽に祀られる神々、御嶽と村落の関係、
御嶽の祭祀儀礼とノロやツカサなど神役の祭祀組織、
村落の空間構造等、民俗学の先達によって研究され
続けてきた。本発表は社叢学の主旨を踏まえて、御
嶽の生態学的民俗学的解明を目指したい。御嶽の祭
祀儀礼にかかわる植物相を取り上げると同時に、御
嶽の植物相について御嶽の祭祀空間構造と関連して
分析し考察する。第１に御嶽の祭祀儀礼に関係する
植物を植物民俗的視点から調査検討することによっ
て、聖域周囲の植生と人々との関わりの一端を知る。
第２に琉球諸島各地の御嶽を『琉球国由来記』から
一定の文化的条件で選別し、御嶽の植物相について
調査、比較検討を試みる。第３に緯度、地形、土壌、
島々の性質等、自然的条件を配慮して御嶽を選定選
別し、御嶽の植物相を調査し、先行調査による植生
等と比較検討する。第４に御嶽の空間構造に対応す
る樹相が現在どうなっているかを生態に即して調査
し、各地の御嶽の差異や共通性を把握、比較検討し
てみる。これらにより、御嶽と植物相の関係を生態
学的民俗学的に分析考察する。
琉球諸島の御嶽の諸相　「御嶽(ウタキ)」は首里王
府によって与えられた名称で、おがみ山、森(ムイ）、
グスク、ウガン、オン、スク、ワーなどと呼称され
る聖地の総称である。『琉球国由来記』(1713年編
纂)「御嶽・嶽」と記述されているだけでも748ヶ所、
「森」と記述されている所は140ヶ所、「城」と記述
されている所は107ヶ所にものぼる。現在でも、旧国
土庁が行なった土地保全基本調査で沖縄県が市町村
別に御嶽調書を作成し、各市町村の協力を得てまと
めた御嶽等拝所の箇所は1651ヶ所にもなる。
  戦禍を考慮してもこれだけの箇所が確認できるこ
とは、琉球弧の人々の精神性の深さを物語る証であ
る。仲松弥秀は「沖縄においては､神の居所を、現実
的な場所と観念的な場所の二通りに分けることがで
きる。現実的な場所とは眼に見えるところ､すなわち
グスク・御嶽・テラと称されるところである」と
いってグスクや御嶽等はそのいずれも根源は祖先た
ちの葬所であったところだと論じている。
 　「御嶽は森であってこそ御嶽である」というごく
自然な認識を急速に復活すれば、生活環境が悪化の

一途をたどるという今日的な課題を解決することに
も関われるのではないか。今後、御嶽がどのような
形で現代社会に存在していくのかは、私たちの精神
社会の進歩が問われているのではと思われる。
　科学的実証的俯瞰図を取りながら、前記4つの視点
から論じた琉球諸島のモリの実態は以下の通り。
御嶽に関する論点と項目
1.祭祀と御嶽の植物相との関係事例、平安座島のウ
マチーにみる植物、沖縄市知花のウマチーにみる植
物、粟国島のヤガンウイミにみる植物、また国頭村
比地のウンジャミ祭に見る植物では、御嶽に聳える
アカギと村の門中の関係に着目し、御嶽の樹木が
しっかりと村の祭祀や信仰に結びついている特異な
例とした。
2.『琉球国由来記』記載の樹木名御嶽、樹木名御嶽
の地域的分布と地形分布、樹木名御嶽の実態、『琉
球国由来記』記載の樹木名御嶽の数量的変化、樹木
名御嶽における御嶽林の状態の概観。琉球諸島の御
嶽と植物相(樹木相)、調査対象の御嶽、調査対象御
嶽の樹種。各条件による御嶽の分布と植物相(樹木
相)、地域別、緯度別、島の高低別、土壌別、地形別
の出現樹種。
3.御嶽の空間構造と植物相(樹木相)、御嶽の空間構
造での分類、御嶽の構成要素と植物相(樹木相)、各
地域における御嶽の空間構造と植物相(樹木相)の傾
向、沖縄本島北部の御嶽での傾向、沖縄本島中部の
御嶽での傾向、沖縄本島南部の御嶽での傾向、沖縄
周辺諸島の御嶽での傾向、宮古列島の御嶽での傾向、
八重山列島の御嶽での傾向、読谷村喜名西森(喜名ウ
タキ)、下地町与那覇赤崎御嶽、石垣市川平赤イロ目
宮鳥御嶽(アーラオン)。　　　（文責・大畑孝子）

　　　　　
 

 

第40回関東定例研究会 2010年4月24日（土）

(於：國學院大學渋谷キャンパス）

沖縄の御嶽（ウタキ）の植物相と民俗

講師：木村　甫（沖縄民俗学会会員)

 アカギの大木は各門中の集まる依り代



　「一回ぐらい勝ってほしかったよなぁ」と嘆
息を漏らして、もう４年ですか。。。はやっ！
３失点はカクゴしたオランダ戦で１失点。この
あたりからカメルーン戦は“マグレ”ではなか
ったのかぁと思いはじめ、“あんなでかいヤツ
相手にどないして勝つねん？”と思っていたデ
ンマーク戦でまさかの２点差！　サムライブル
ーおそるべし！　に対してレ・ブルー(フランス
チーム)の情けないとゆーのか、さすがとゆーの
か。98年のフランス大会で優勝した時には、第2
次世界大戦戦勝パレードよりもはるかに多くの
人がシャンゼリゼに繰り出したというお国柄、
暴動騒ぎになるんじゃないかと思ったよ。
　閑話休題(って、この欄が閑話そのものでしょ
うが。。。）。怒涛の年度末から総会、事務局
長のヒステリーの犠牲になった理事が数名。。。
理事に求められるのは“忍耐”でござる？！　
　　　　　　　　　　　　　　　（藤岡　郁）

会費をいただきました方には、会員証をお送り
しております。お手元に届いていない時は、お
手数ですが、事務局までお知らせ下さい。

転居・転職などで連絡先を変更された方、Mail
アドレスを変更された方は必ず事務局宛、ご一
報下さい。よろしくお願いいたします。

『社叢学研究』第9号への投稿：論文、研究ノー
ト、資料紹介や調査報告(各400字詰原稿用紙40
枚以内）と「鎮守の森の活動報告」（右記参照）
を募集いたします。
締め切りは、いずれも10月29日（金）必着。

*　書評欄では会員の皆さま方の著作を取り上げてい
ます。出版された方は、ぜひご献本下さい。

下記の通り、『社叢学研究』9号への投稿募集
が始まりました。論文のみならず、身近な活動
報告も、ぜひお知らせ下さい。

◆日　時：2010年7月24日(土)　13:30～15:30

◆場　所：賀茂御祖神社(下鴨神社）（左京区下鴨泉川町59番地　℡075-781-0010）

◆テーマ：下鴨神社糺の森の構造とその長期動態

◆講　師：田端　敬三（近畿大学農学部講師）

◆ｺﾒﾝﾃｰﾀ：前迫　ゆり（大阪産業大学教授・社叢インストラクター）

次回予告【第41回関西定例研究会】

10回目となる来年の総会は、第2回以来の関
東地方で開催いたします。具体的な開催地と
日時は決まり次第、お知らせいたします。

新理事に上田昌弘氏を選任

　新理事の上田昌弘氏は、向日市で地元の神社の社
叢の整備をたった一人ではじめ、「鎮守の森から待
ちづくり」をスローガンに、「向日明神篝火狂言」
を開催するほか、水上勉の小説のモデルとなった桜
の園の復活を目指すなど、その活動は高い評価を得
ています。研究者が多い理事の中にあって、実践家
ならではの視点から学会の運営に尽力していただく
ことになりました。
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